
川崎市における行財政改革の取組経過 
第１次行財政改革プラン（平成 14 年度）から「行財政改革プログラム」（平成 28 年度）まで 

資料２

これまでの「行財政改革プラン」 現在の「行財政改革プログラム」 

狙い 
財政危機宣言（Ｈ14）以来の厳しい財政状

況に対応 

市民満足度の高い市政運営を推進するために必

要な「経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）」の確

保等

計画の 

位置づけ 
総合計画との市政運営の「両輪」

「最幸のまち」の実現に向けた総合計画に掲げる

施策・事業を推進するための「手段」

理念
職員数の削減を主眼とする、「量的改革」を中心

に推進

「量的改革」に加え、「市役所組織」と「市民サー

ビス」の「質的改革」を推進

「行財政改革プログラム」における新たな視点 

◆切れ目のない改革の推進が必要であることから、市役所の内部改革につ
いて、新たな総合計画に先行して「運営プログラム」を策定
◆市民生活に直接影響がある市民サービスの見直しなどについては、改革
の目的や効果を明らかにした上で、多くの方々の意見を聴きながら、新たな
総合計画の策定と連携して、計画策定を進める必要があったことから、具体
的な計画は策定せず、「今後取組を進めるべき課題」として取組の概要を掲
載 

＜運営プログラムの取組＞ 
１ 民間部門の活用
２ 効率的・効果的な行政体制の整備
３ 効率的・効果的な行政経営基盤の確立
４ 公営企業の経営健全化 
５ 出資法人の経営改善の推進 

平成 26 
 ・27年度

＜行財政運営に関する改革プログラム＞

＜第４次行財政改革プランの取組＞
１ 効率的・効果的な行政体制の整備
２ 組織力の強化に向けた取組
３ 市民や事業者等の力が発揮できる活力ある地域社会
４ 市民サービスの再構築
５ 地方分権改革等に向けた取組 
６ 将来を見据えた都市基盤施設の整備と活用

平成 14 
 ～25年度

＜行財政改革プラン＞

＜計画の目的と位置づけ＞ 
「川崎市総合計画」に掲げる政策・施策を着実に推進するため、必要な経営
資源であるヒト・モノ・カネ・情報の確保等を行い、市民満足度の高い行財政
運営を推進するもの 

平成 28 
・29年度

＜改革の取組＞ 
取組１ 「共に支える」 
取組２ 「再構築する」 
取組３ 「育て、チャレンジする」

＜基本理念＞
（１）市民ニーズと地域課題の的確な把握
（２）市民サービスの「質的改革」の推進 
（３）市役所内部の「質的改革」の推進 
（４）効率的・効果的な行財政運営による 「持続可能な最幸のまち」の実現 

＜行財政改革プログラム＞


